
古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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藩政時代から続く「扇
おうぎばら

祓い」

今年は海側に倒れ、豊漁になる
と漁師は喜んでいました
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0303
「石川県鳳至郡誌」によると、この地方で藩政時代に殿様から左義長を

行うことを許されていたのは宇出津と波並の２カ所であると記述さ
れています。昭和初期から社会情勢の変化に伴い中止されていましたが、
昭和 56 年に波並左義長保存会を結成し、翌年の 1月 15 日に 50 年ぶりに復
活させました。波並の左義長は「扇祓い」といって白扇 3枚を円形に組み
合わせたものを竹竿の先につけ、子どもたちが各家々を訪れ「扇めでたい
　末繁盛　家も蔵も建つように　善銭グワッサーリ」と口上を述べてお祓
いをします。その後に港で左義長竹を正月飾りや書き初めなどと一緒に燃
やします。竹が海側に倒れれば豊漁、山側に倒れれば豊作と占います。
　波並地区の誇りである左義長。これからも伝えていってほしいものです。


